
会長：西 山 俊 明　　幹事：新 井 性 哲　　会報委員長：延　 秀 恵 　 　　 　

ロータリーを実践し
 みんなに豊かな人生を

ENGAGE ROTARY 
CHANGE LIVES

■ 出 席 報 告 ■ 田 中(弘) 委員長

【12月３日】
在籍会員 34名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 20名（内出席規定適用免除者 3名）

ホームクラブ出席率 74.07％

11月12日のＭＵを含む出席率 96.77％

◇ 2013年12月14日 第1116回例会(第1115号) ◇

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

12月９日(月)通常例会・16日(月)移動例会
出席：山 、東、堀田、北山、長島、

田中(茂)、渡辺各会員
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：18：50～19：50

本日の例会

今週の歌 「 きよしこの夜 」

「 クリスマス家族会 」

次回例会のお知らせ(12月17日)

「 年　次　総　会 」

前回〔12月３日〕例会記録

■ 来 客 ■
奥 田 衛 様（卓話者・吹田市危機管理室）
田 中 聖 人 様(卓話者・吹田警察防犯係）

会長の時間 西 山 会 長
内田正前会員が永眠されました

誠に残念な報告ですが、先週土曜日に、今年の６
月末まで会員であられました内田正さんが亡くなら
れ、本日葬儀が千里会館で執り行われました。私も
お別れに行ってまいりましたが、多くの会員の皆様
もご臨席して頂き、ご苦労様でした。実りの秋も過
ぎ、深まりゆく秋、落ち葉が舞う頃、諸行無常、会
者定離、生者必滅の言葉が示すように、人の生涯と
は、かくもはかないものかと思わずにいられません。
ご冥福をお祈り申し上げます。
内田さんで、一番に思い出すのは、話の中で必ず

洒落の言葉が入っていて、いつも感心していました。
卓話では、元大リーガーの桑田真澄氏をお招きする
労を頂き、桑田氏から、いわば「野球道」について
お聞きしました。淀川花火大会の観覧では、種々の
手配を賜り、プラザオーサカ最上階から、眼下に花

火の打ち上げを拝見できました。ぜひもう一度と、
2回もご苦労を頂きました。家族会には、ご家族の
方々が大勢参加され、いつも盛り上げて頂いていま
した。このように我がクラブには大変貢献して頂き、
いずれも貴重で楽しい思い出ばかりです。私個人的
にも、以前にゴルフをしていたころには、何度か車
に同乗をさせて頂いたこともあり、お世話になりま
した。病気療養に時間がかかるとのことから、今年
６月末をもって一旦退会をされました。しかし、必
ず回復され、再びクラブに戻ってこられるものと
思っていました。誠に残念です。
親しい友人が逝ってしまったとき、思うのは、天
地は永遠のものですが、人の一生は一度きりで、長
いようですが、あっという間に過ぎてしまいます。
この世に生まれてきたからには、いつも目標を定め
て、それに邁進して行き、人生を思いっきり楽しむ
と同時に、一日一日を無駄に過ごすことがないよう
に、常に心しておかねばならないと思うのです。



幹事報告 新 井 幹 事
◎次週12月10日(火)の例会はありません。家族会の
ため12月14日(土)帝国ホテル大阪に変更しており
ます。

◎12月17日(火)は、年次総会です。開催通知は先週
郵送いたしました。ご確認ください。

◎12月24日（火）・12月31日（火）・1月7日（火）は、
休会です。

◎当クラブでは、年賀状のやり取りはしないことが、
慣例になっておりますので、よろしくお願いいた
します。

卓 話

「防犯について」（12月３日・1115回）
吹田市危機管理室 奥 田 衛 様
吹田警察防犯係 田 中 聖 人 様

１ 犯罪発生状況について

昨年の大阪府下の刑法犯認知件数は146,966件で、
前年に比べて8,240件（5.3％）減少し、11年連続の
減少となっています。
吹田市内の刑法犯認知件数は4,325件で、前年に

比べ69件（1.5％）減少しました。
６年連続の減少となったものの大阪府下65警察署

のうち、南・布施・八尾・西堺・枚方に次いでワー
スト６位と前年５位から順位は下げているものの、
北摂（吹田・茨木・高槻・豊中・豊中南・箕面・摂
津・池田）８警察の中では最も多くなっています。
街頭犯罪で見ますと吹田市内の街頭犯罪認知件数

は2,309件で、前年に比べて62件（2.9％）増加し、
刑法犯認知総数の半分以上（約53％）を占めていま
す。
大阪府下65警察署のうち、八尾・布施・西堺に次

いでワースト４位となっています。

中でも「車上ねらい」「部品ねらい」「自動車盗」
「自動販売機ねらい」の４罪種が増加傾向にあり、
府下65署中「自転車盗」「自動販売機ねらい」がワー
スト１位で「部品ねらい」ワースト３位「車上ねら
い」ワースト６位「オートバイ盗」ワースト８位と
５罪種が府下ワースト10内に入る結果となっていま
す。
特に自転車盗にあっては、毎年減少傾向にはあり

ますが、３年連続府下「ワースト１」となっていま
す。
次に、侵入犯罪を見ますと大阪府下の侵入盗認知

件数は8,472件で前年に比べて1,446件（14.6％）減
少しています。
吹田市内の侵入盗認知件数は234件で、前年に比

べ52件（18.2％）の減少となっています。
侵入盗の手口で「空き巣」が最も多く、全体の45

％を占めています。
ただ、減少傾向にあるとはいえ、全くゼロではあ

りません。1.5日に一回の割合で泥棒の被害に遭っ
ているのも事実です。
２ 防犯対策について

① ひったくりの防犯対策
・徒歩の場合は「カバンは車道と反対側にしっ
かり持ちましょう。」また、タスキがけにす
ることで被害にあいにくくなります。
・自転車の場合は「前かごにひったくり防止カ
バーを装着しましょう。ひったくり防止カ
バーをきちんと活用していれば、被害にはあ
いません。」

・昼夜にかかわらず、人通りの多い明るい道を
選びましょう。
・後方から自転車やオートバイが近づいてきた
ときは、振り返って注意しましょう。
・注意力が散漫になるので、音楽を聴いたり、
携帯電話を使用しながら歩かないようにしま
しょう。

② 侵入盗の防犯対策
・出かけるときは、わずかな時間でも必ずカギ
をかけ、夜間などは在宅中でも施錠しましょ
う。
・防犯性能が高い建物部品（ＰＣ商品）に取り
替えましょう。また、玄関や窓ガラスに補助
錠をつけましょう。 ワンドア・ツーロック。
・家の周りは夜間でも明るく、見通しの良い環
境にしましょう。
・センサーライトや警報装置等の防犯器具を活
用しましょう。



*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
* 今回担当：大 井 清 *
*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
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・普段からご近所同士で挨拶をし、知らない人
を見かけても挨拶をしましょう。

③ 振り込め詐欺被害の防止対策
・口座番号や暗証番号などの個人情報を安易に
答えない。

・不審な電話や訪問を受けた場合は、すぐに警
察に通報する。

・家族にしか分からないことを質問して本人か
どうか確認する。

・振り込む前に家族や親友に相談する。
・ＡＴＭを操作する前に銀行職員等に相談する。
等々に心掛けましょう。

卓 話

「海外研修及び万博国際マラソンボランティア参加

報告」 （11月26日・1114回）
関西大学ＲＡＣ

柳 勇 多 君
水 谷 仁 美 さん

11月１日から５日間、４年生の柳、森井、水谷が
海外研修に参加させていただきました。3400地区バ
リと3410地区のジョグジャカルタの２地区を訪問し、
現地のロータリアンを始め、ローターアクターほか
多くの方との国際交流や、仏教のボロブドゥール寺
院(上掲の写真)とヒンドゥー教のブランパナン寺院
に行きクリーンハイクをしたり、ウミガメの放流、
現地の高校生とともに植樹をするなど、短い期間で
したが奉仕活動に尽力して参りました。
また、現地の学生ローターアクターと学生ならで

はの悩みなどの情報交換ができ、いい経験ができま
した。国は違えど、悩んでいる点、ローターアクト
にかける思いは同じだと感じました。帰国後もＳＮ
Ｓ等で連絡を取り合いながら、ローターアクトクラ
ブのことや将来のことについて話し合ったりしてお
ります。
異文化の知識を深めるという点においても、ケチ

ャックダンスという伝統的な舞踊を見る機会もあり
ハードスケジュールではありましたが、充実した３
泊５日の研修でした。
研修を通して、やはり英語での会話に苦労したと
いうＲＡＣメンバーが大半でした。語彙力はあるが
それをうまく口にできない、そして会話が続かない
ので話すのが億劫になる、そのような場面を多々見
受けました。現地の英語教育は、高等学校から始ま
るそうです。しかし、実際のコミュニケーションの
場においては気後れすることなく英語を話されてい
ました。そこで感じたのが、英語力の高さではなく、
話そうとする意識が大切であることです。後輩たち
にはぜひ海外研修に参加してほしいので、現地でよ
りよい交流、奉仕活動ができるように、しようとす
る精神を伝えていきたいと思います。

11月24日に開催された万博国際マラソンと、前日
の準備作業にボランティアスタッフとして参加して
参りました。
関西大学の安田准教授に７月頃、お声掛けいただ
き、実行委員会にローターアクト代表として、会長
の村岡と柳が参加して参りました。ＲＡＣメンバー
12名で前日のコーン置きや荷物の仕分けなどの準備
作業を、また当日は、給水、走路観察、手荷物預か
りの３つの仕事に分かれお手伝いをさせていただい
たのですが、全ての部署においてリーダーの方や主
催の吹田市健康づくり推進事業団の方にも、また来
年も手伝いに来てほしいとのお言葉をいただき、地
域に根付いた奉仕活動ができたと感じていますので
継続して続けていきたいと思います。


